
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年1月26日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 倉敷機械株式会社 上場取引所 東 大 
コード番号 6211 URL http://www.kuraki.co.jp/
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 藤川 明夫
問合せ先責任者 （役職名） 総務部長 （氏名） 大庭 敬太郎 TEL 0258-35-3040
四半期報告書提出予定日 平成23年1月28日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年3月21日～平成22年12月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 2,940 △24.5 57 △87.6 △27 ― △18 ―
22年3月期第3四半期 3,896 ― 464 ― 376 ― 209 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △1.17 ―
22年3月期第3四半期 13.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 8,865 4,691 52.9 294.98
22年3月期 8,777 4,723 53.8 296.84

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,691百万円 22年3月期  4,723百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想） 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年3月21日～平成23年3月20日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,200 △13.1 100 △75.6 △50 ― △30 ― △1.89



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項は、【添付資料】Ｐ．３「１．当四半期の連結業績等に
関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 16,000,000株 22年3月期  16,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  96,831株 22年3月期  87,919株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 15,907,979株 22年3月期3Q 15,918,636株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成22年３月21日～平成22年12月20日）におけるわが国経済は、海外特にアジア

地域の市況改善を背景に回復を続けてきましたが、円高の継続、欧米経済の停滞、家電・車などの駆け込み需要

の反動による国内の個人消費の落ち込みなどから、足踏み状態が続いています。工作機械業界におきましても外

需を中心に業界全体の受注は回復傾向にありますが、当社主力の大型工作機械部門の受注・販売におきまして

は、回復のペースは緩やかであると共に先行きの不透明な状況が続いております。 

このような状況の中、当社グループにおきましても、主力である横中ぐりフライス盤の受注状況は改善してお

りますが、その回復力は弱く受注残高は低い水準で推移しております。 

情報機器事業も主要販売先の金型メーカーの不振と、その他分野への展開が進まず低迷しております。 

当第３四半期連結累計期間の売上高は、主力の横中ぐりフライス盤の既受注分の出荷や新規受注分の早期出荷

に注力し、米国の子会社の販売状況も多少回復してきましたが、２９億４千万円（前年同四半期比２４．５％

減）と前年同期に比べ９億５千６百万円の減収となりました。 

利益面では、コスト削減に努めましたが、生産の落ち込みによるコストアップなどにより、大幅減益となりま

した。営業利益は５千７百万円（前年同四半期４億６千４百万円）と減益ながら利益を計上しましたが、経常損

失が２千７百万円（前年同四半期は経常利益３億７千６百万円）、四半期純損失が１千８百万円（前年同四半期

は純利益２億９百万円）と損失を計上する結果となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 

［一般機械事業］ 

主力の横中ぐりフライス盤は海外の受注状況が改善する中、米国子会社が回復傾向にあったものの、その他地

区、国内向け及び産業機械の販売は低迷しました。 

この結果、売上高は２７億８千９百万円（前年同四半期比２５．５％減）、営業利益は１億８千９百万円（前

年同四半期比７１．４％減）となりました。 

［情報機器事業］ 

ＣＡＤ/ＣＡＭが堅調に推移したことにより、売上高は１億５千１百万円（前年同四半期比０．１％減）、営

業利益は０百万円（前年同四半期は営業損失１千万円）となりました。 

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりです。 

［日本］  

受注は回復傾向にありますが低い水準が続き、既受注分の出荷や新規受注分の早期出荷に注力しました。 

この結果、売上高は２２億３千３百万円（前年同四半期比４０．３％減）、営業利益は１億２千５百万円（前

年同四半期比８１．５％減）となりました。 

［米国］ 

米国子会社の横中ぐりフライス盤の受注・販売は堅調に推移しました。 

この結果、売上高は７億６百円（前年同四半期比３５３．６％増）、営業利益は２千８百万円（前年同四半期

は営業損失２千４百万円）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金が１億４千８百万円減少、固定資産が１

億６千万円減少しましたが、現金及び預金が４億６千２百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比

べ、８千７百万円増の８８億６千５百万円となりました。  

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金が２億７千５百万円増加したことなどに

より１億２千万円増の４１億７千４百万円となりました。  

 なお、損失計上により利益剰余金が減少し、純資産は、４６億９千１百万円と前連結会計年度末に比べ、３千

２百万円減少し、自己資本比率は０．９ポイントマイナスの５２．９％となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ４億６千２百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末では１７億２千８百万円となりました。各キャッシ

ュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、６億９千５百万円（前年同四半期は４億９

千１百万円の増加）となりました。これは、法人税等還付額による資金増１億６千万円、仕入債務の増加による

資金増２億８千２百万円などがあったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、５千１百万円（前年同四半期は１千４百万

円の減少）となりました。これは、関係会社株式の新規取得などによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、１億７千１百万円（前年同四半期は２億５

千４百万円の減少）となりました。これは、長期借入金の返済などによるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 現時点における通期の業績予想につきましては、平成22年12月21日に公表しました業績予想に変更はありませ

ん。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末におけるたな卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。  

固定資産の減価償却費の算定方法  

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。  

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

  該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,728,883 1,266,050

受取手形及び売掛金 757,408 906,248

仕掛品 1,715,850 1,650,506

貯蔵品 1,837 311

その他 203,447 339,015

貸倒引当金 △1,173 △4,336

流動資産合計 4,406,253 4,157,796

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,192,554 1,264,222

機械装置及び運搬具（純額） 440,609 556,795

土地 2,471,014 2,471,014

その他（純額） 18,395 25,886

有形固定資産合計 4,122,572 4,317,918

無形固定資産 6,246 9,840

投資その他の資産 330,221 291,800

固定資産合計 4,459,041 4,619,560

資産合計 8,865,294 8,777,356

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 639,881 364,399

短期借入金 1,544,184 1,172,636

未払法人税等 4,273 1,900

賞与引当金 15,064 41,422

製品保証引当金 22,147 25,633

その他 284,793 267,002

流動負債合計 2,510,344 1,872,993

固定負債   

長期借入金 647,202 1,187,780

再評価に係る繰延税金負債 597,897 597,897

退職給付引当金 418,744 395,350

固定負債合計 1,663,843 2,181,027

負債合計 4,174,187 4,054,020
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月20日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 954,000 954,000

利益剰余金 2,970,676 2,989,340

自己株式 △18,100 △17,212

株主資本合計 3,906,576 3,926,128

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,856 2,203

土地再評価差額金 874,755 874,755

為替換算調整勘定 △93,082 △79,750

評価・換算差額等合計 784,529 797,208

純資産合計 4,691,106 4,723,336

負債純資産合計 8,865,294 8,777,356
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月21日 
 至 平成21年12月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 

 至 平成22年12月20日) 

売上高 3,896,963 2,940,495

売上原価 2,702,309 2,250,365

売上総利益 1,194,653 690,130

販売費及び一般管理費 729,734 632,446

営業利益 464,918 57,684

営業外収益   

受取利息及び配当金 550 581

補助金収入 1,522 －

法人税等還付加算金 － 4,768

その他 2,776 5,304

営業外収益合計 4,849 10,654

営業外費用   

支払利息 31,663 26,958

為替差損 25,304 37,786

退職給付会計基準変更時差異の処理額 23,196 23,196

その他 13,047 8,231

営業外費用合計 93,212 96,172

経常利益又は経常損失（△） 376,556 △27,833

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,784 799

特別利益合計 2,784 799

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

379,340 △27,034

法人税等 145,307 △8,370

過年度法人税等 24,901 －

法人税等合計 170,208 △8,370

四半期純利益又は四半期純損失（△） 209,132 △18,663
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年９月21日 
 至 平成21年12月20日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年９月21日 

 至 平成22年12月20日) 

売上高 864,069 954,305

売上原価 613,076 702,073

売上総利益 250,992 252,231

販売費及び一般管理費 201,558 227,190

営業利益 49,433 25,041

営業外収益   

受取利息及び配当金 92 160

補助金収入 1,522 －

その他 1,074 2,427

営業外収益合計 2,689 2,588

営業外費用   

支払利息 10,065 8,557

為替差損 － 18,370

退職給付会計基準変更時差異の処理額 7,732 7,732

その他 12,161 1,053

営業外費用合計 29,959 35,713

経常利益又は経常損失（△） 22,164 △8,083

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,054 153

特別利益合計 1,054 153

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

23,218 △7,930

法人税等 △139 1,554

過年度法人税等 △18,717 －

法人税等合計 △18,856 1,554

四半期純利益又は四半期純損失（△） 42,075 △9,484
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月21日 
 至 平成21年12月20日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月21日 

 至 平成22年12月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 379,340 △27,034

減価償却費 248,798 199,171

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17,105 23,394

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,784 △3,163

受取利息及び受取配当金 △550 △581

支払利息 31,663 26,958

為替差損益（△は益） 110 5,718

有形固定資産売却損益（△は益） △476 －

有形固定資産廃棄損 254 1,738

売上債権の増減額（△は増加） 1,562,143 137,941

たな卸資産の増減額（△は増加） 59,305 △72,430

仕入債務の増減額（△は減少） △722,182 282,316

その他 △429,155 △6,691

小計 1,109,360 567,338

利息及び配当金の受取額 550 581

利息の支払額 △29,730 △25,831

法人税等の支払額 △588,487 △6,728

法人税等の還付額 － 160,167

営業活動によるキャッシュ・フロー 491,693 695,527

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △16,174 △1,398

有形固定資産の売却による収入 1,131 －

投資有価証券の売却による収入 187 －

関係会社株式の取得による支出 － △49,649

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,855 △51,047

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △175,570 △169,030

自己株式の取得による支出 △570 △975

配当金の支払額 △78,439 △1,700

その他 － 88

財務活動によるキャッシュ・フロー △254,579 △171,617

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,871 △10,029

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 209,386 462,832

現金及び現金同等物の期首残高 1,177,997 1,266,050

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,387,384 1,728,883
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該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月21日 至 平成21年12月20日） 

(注）１．事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

   ２．各事業区分に属する主要製品 

   (1)一般機械事業・・・・横中ぐりフライス盤、複合フライス盤、内径精密加工専用機、ノッチングマシン

   (2)情報機器事業・・・・金型・一般機械用ＣＡＤ／ＣＡＭ、ＮＣ切削シミュレーション 

     ３. 有形固定資産の耐用年数の変更 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として耐用年数を見直した結果、有形固定資産

の一部について、当第１四半期連結会計期間より、耐用年数の変更を行っております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は一般機械事業で、8,430千円減少しておりま

す。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年12月20日） 

(注）１．事業区分は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

   ２．各事業区分に属する主要製品 

   (1)一般機械事業・・・・横中ぐりフライス盤、複合フライス盤、内径精密加工専用機、ノッチングマシン

   (2)情報機器事業・・・・金型・一般機械用ＣＡＤ／ＣＡＭ、ＮＣ切削シミュレーション 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月21日 至 平成21年12月20日）   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

項 目  
一般機械事業 

（千円） 

情報機器事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高  

(1)外部顧客に対する売上高  3,745,689  151,273  3,896,963 － 3,896,963

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
－ － － (－) －

計  3,745,689  151,273  3,896,963 (－) 3,896,963

 営業利益又は営業損失(△) 662,775  △10,762  652,012  (187,093) 464,918

項 目  
一般機械事業 

（千円） 

情報機器事業 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高  

(1)外部顧客に対する売上高  2,789,376  151,119  2,940,495 － 2,940,495

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
－ － － (－) －

計  2,789,376  151,119  2,940,495 (－) 2,940,495

 営業利益 189,451  879  190,331  (132,646) 57,684

項 目  
日本 

（千円） 

米国 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高   

(1)外部顧客に対する売上高  3,741,127  155,835  3,896,963 － 3,896,963

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
 285,700  3,775     289,476    (289,476) －

計  4,026,827  159,611  4,186,439  (289,476) 3,896,963

  営業利益又は営業損失(△)  676,636  △24,624  652,012  (187,093) 464,918
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(注）有形固定資産の耐用年数の変更 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機として耐用年数を見直した結果、有形固定資産の一

部について、当第１四半期連結会計期間より、耐用年数の変更を行っております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は日本で、8,430千円減少しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年12月20日）   

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年３月21日 至 平成21年12月20日）  

(注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

       ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

         (1) 北米  ・・・・・・・米国、カナダ 他 

         (2) 欧州  ・・・・・・・イギリス、ドイツ 他 

         (3) アジア  ・・・・・・・中国、韓国 他 

       ３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月21日 至 平成22年12月20日）  

     (注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。 

       ２．各区分に属する地域の内訳は、次のとおりであります。 

         (1) 北米  ・・・・・・・米国、カナダ 他 

         (2) 欧州  ・・・・・・・ドイツ、ルーマニア、カザフスタン 他 

         (3) アジア  ・・・・・・・中国、韓国 他 

       ３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。  

項 目  
日本 

（千円） 

米国 

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は全社 

（千円） 

連結 

（千円） 

  売上高   

(1)外部顧客に対する売上高  2,233,614  706,881  2,940,495 － 2,940,495

(2)セグメント間の内部売上高 

  又は振替高 
 538,163  610  538,773  (538,773) －

計  2,771,777  707,491  3,479,269  (538,773) 2,940,495

  営業利益  125,329  28,195  153,525  (95,840) 57,684

  北米 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(千円）        283,122        125,354      1,024,550      1,433,026

Ⅱ 連結売上高(千円）     3,896,963

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合(%) 
          7.3           3.2         26.3        36.8

  北米 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(千円）        706,881       246,427      380,586      1,333,895

Ⅱ 連結売上高(千円）      2,940,495

Ⅲ 連結売上高に占める 

  海外売上高の割合(%) 
          24.0           8.4         12.9         45.4

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）受注及び販売の状況 

①受注状況 

 当第３四半期連結累計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（注） 金額は消費税等抜きで記載しております。 

   

②販売状況 

 当第３四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

（注）１．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。 

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。  

４．補足情報

事業の種類別セグメントの名称 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成22年３月21日 

  至 平成22年12月20日） 

受注高 
前年同四半期比

（％） 
受注残高 

前年同四半期比
（％） 

一般機械事業（千円）  3,757,248  442.9  2,576,545  130.4

情報機器事業（千円）  144,487  96.3  5,269  49.2

合計（千円）  3,901,735  390.8  2,581,814  130.0

事業の種類別セグメントの名称 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成22年３月21日 

  至 平成22年12月20日） 

前年同四半期比（％） 

一般機械事業（千円）  2,789,376  74.5

情報機器事業（千円）  151,119  99.9

合計（千円）  2,940,495  75.5

相手先 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年３月21日 

至 平成22年12月20日） 

金額（千円） 割合（％） 

Japan Machine Tools,Corp.  383,557  13.0
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